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リウマチ科研修プログラム 

Ⅰ．研修について 

リウマチ科では、関節リウマチやそれ以外の膠原病（全身性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎／皮

膚筋炎、血管炎症候群など）を主に診療している。これらの疾患では、多くの臓器にわたって病変が見られ

るのが特徴であり、他の専門科と連携しながらその診療を進めることで、様々な臓器の障害に対応する能

力とともに、患者の全身を管理する能力が培われる。また、不明熱などの臓器特異的でない症例に対して、

問診や身体所見を取り、検査計画を立てて診断に至る能力も養われる。 

昨今のわが国の医療は臓器別専門診療の方向に進みつつあるが、限られた初期研修の期間にこのよ

うな見識を身に付けることは医師として貴重な経験となる。また、リウマチ・膠原病では多彩な臓器病変が

見られるため、将来どの科の専門医になったとしたとしてもその診療に関わる可能性があり、初期研修中に

その全体像について理解することは意義深い経験となる。これらを踏まえ、当科の初期研修では、1）患者

の全身を診る Generalist としての幅広い視点を身に付けること、2）将来どの科の Specialist となってもリウマ

チ・膠原病の症候を見逃さないようにすること、を目標としている。 

Ⅱ．研修の到達目標 

１．一般臨床医として必要なリウマチ・膠原病の基本的な診断、治療などの臨床能力を修得する。 

２．リウマチ・膠原病の診療を経験することにより、その診療に必要な基本的知識を修得し、またその多臓

器にわたる多彩な症候に対応する能力を修得し、さらにその過程を通じて患者の全身を見渡す幅広

い見識を養う。 

３．多様な症候を呈するリウマチ・膠原病の診療を経験することにより、日常診療で遭遇する様々な疾患や

病態に適切に対応でき、一般臨床医としてプライマリ・ケアに必要とされる内科の基本的知識と検査・

診療手技を身に付ける。 

４．不明熱などの臓器特異的でない症状を呈する症例に対し、問診ならびに身体所見を取り、それに応じ

た検査計画を立てて診断に至る技術を身に付ける。 

５．慢性疾患患者の健康状態を管理し、患者の生活指導並びに社会復帰指導ができる能力を養う。 

Ⅲ．診療科情報（医師数・学会認定医・専門医・指導医） 

   当院ＨＰ診療科ページをご参照ください 

Ⅳ．施設認定  

   当院ＨＰ病院概要ページをご参照ください 

Ⅴ．臨床研修指導医講習修了者数 

   2 名 

Ⅵ． 1 週間の研修例 

 月 火 水 木 金 

午前 担当患者診察 

検査 

担当患者診察 

検査 

担当患者診察 

検査 

担当患者診察 

検査 

担当患者診察 

検査 

午後 担当患者診察 

検査 

担当患者診察 

検査 

担当患者診察 

検査 

16:00 頃カンファレンス 

回診 

担当患者診察 
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